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のトランセクトを設定し、2014年はそれぞれ 7か所と 4か所、2015年は前者でのみ 12か所でサンプリングを行っ
た。集中観測サイトである K サイトでは、東西に約 1.2kmの範囲内で異なる植生を含む計 25か所(2014年)及び 24
か所(2015年)でサンプリングを行った。観測した積雪深、積雪密度、SWE、δ18Oは、2014年がそれぞれ 30～90cm、




それぞれ相関が見られなかった。植生タイプごとの SWE 平均値から、衛星画像の植生図(Morozumi et al., in 
preparation)を用いて調査地域(10 km×10 km)の平均 SWE を算出し、2014 年と 2015 年でそれぞれ 100 mm及び 78 mm
という値が得られた。この SWEは本研究域の水収支・土壌水分変動を解明する上で非常に重要な知見となる。 
 
